
相
続
登
記
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た

自分も子どもの頃住んでいた実家を解体することを決意。
今では娘が家を建て毎日孫と会っています。

そのままにしていたら、ただ朽ちていただけだった。
地域が活用してくれて活性化も図れて一石二鳥。

空き家の
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相続について
家族で話し合いましょう

　どんな活用方法があるのでしょ
うか。使っていなかった空き家や
土地を上手に活用している事例を
紹介します。

　空き家は、時間の経過によって資産価値が下がる一方で、
管理・修繕費用は上がります。また、放置したままにすると、
急速に劣化し、近隣住民に多大な迷惑を掛けることにもな
ります。まずは、空き家となる原因の大半を占める相続に
ついて考えてみましょう。

　４ページの空き家の写真と同じ場
所から撮影。明るくなり、家が建ち
土地が生き返ったように感じます。

空
き
家
に
つ
い
て
親
族

で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

　

空
き
家
問
題
は
、
今
は
関
係
が

な
く
て
も
い
ず
れ
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
で
す
。
親
・
兄
弟
な

ど
が
亡
く
な
り
相
続
手
続
き
も
さ

れ
ず
に
い
る
と
、
全
て
の
子
や
孫
、

兄
弟
な
ど
の
法
定
相
続
人
が
相
続

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
あ
な
た
自

身
も
、
相
続
に
よ
っ
て
空
き
家
の

所
有
者
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

空
き
家
の
発
生
原
因
は
半
数
以

上
が
相
続
に
よ
る
も
の
。
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
た
り
、
空

き
家
に
し
な
い
た
め
の
補
助
金
に

つ
い
て
、
相
談
す
る
こ
と
も
方
法

の
一
つ
で
す
。

　

お
盆
等
は
、
遠
く
離
れ
て
暮
ら

す
家
族
と
再
会
す
る
貴
重
な
場
。

こ
の
機
会
に
、
今
住
ん
で
い
る
家

や
土
地
等
の
財
産
に
つ
い
て
、
将

来
ど
う
す
る
の
か
、
誰
が
引
き
継

ぐ
の
か
等
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と

だ
ろ
う
と
は
考
え
ず
に
、
い
つ
か

は
直
面
す
る
場
面
に
備
え
て
、
家

族
や
親
族
で
話
し
合
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。
相
続
登
記
と
は
、
親
や
親
族

等
か
ら
相
続
し
た
土
地
・
建
物
に

つ
い
て
不
動
産
登
記
簿
の
名
義
を

変
更
す
る
こ
と
で
、
法
務
局
に
申

請
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
所
有
者
が
不
明
な
土
地

は
日
本
国
土
の
約
24
％
に
も
上
り

ま
す
。
そ
の
た
め
公
共
事
業
や
災

害
復
興
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な

く
空
き
家
問
題
等
の
社
会
問
題
を

引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
相
続
登
記
の
義
務
化
は
、
所

有
者
不
明
土
地
の
解
消
が
目
的
の

一
つ
。
不
動
産
の
相
続
を
知
っ
た

日
か
ら
３
年
以
内
に
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
正
当
な
理
由
が
な

け
れ
ば
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
を
速
や
か
に

行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
売
買
な
ど

で
実
際
に
不
動
産
の
所
有
権
移
転

の
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
ま
ず

は
相
続
登
記
か
ら
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
非
常
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
私
が
担
当
し
た
も
の
で
は
、

相
続
人
が
２
０
０
人
以
上
に
な
っ

た
例
も
。
相
続
が
遅
く
な
る
ほ
ど

手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
費
用
も

大
き
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

相
続
に
備
え
て
生
前
に
で
き
る

こ
と
は
、

①
家
族
で
生
前
整
理

②
財
産
把
握

③
遺
産
分
割
の
協
議

を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
遺
言
書

の
作
成
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
書
い
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
続
に
関
す
る
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ

に

な

る

だ

け

で

な

く

、

遺
族
の
た
め
に
も
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
早
め
に
動

い
て
不
動
産
等
の
財
産
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　子どもの頃に、住んでいた実
家が空き家となり、40年ぐら
いそんな状態が続いていまし
た。名義人だった父が亡くなり、
母や姉妹と相談し私が相続。景
観も悪かったし、台風など何か
あれば近隣に迷惑が掛かるので
はないかと心配していました
し、正直、見るのも嫌な感じで
した。
　きっかけは、転勤族の娘が鹿
屋市での生活を選択肢として考

えていたこと。ずっと気になっ
ていた空き家を整地して住んだ
ら良いのではないかと考え、思
い切って解体しました。
　正直、ある程度お金はかかり
ましたが補助金も上手に活用で
きたので、私は解体して良かっ
たと思っています。孫たちとの
生活や、何より心配ごとが解決
したことが一番ホッとしていま
す。

　私の実家は５年ほど前に母が
亡くなった後は空き家でした。
人が住まなくなってしまうとど
うしても傷みが激しくなってし
まうため、頻繁に窓を開けて風
を通していました。そんな頃、
ちょうど菅原地区で地域づくり
協議会が立ち上がり、空き家を
活用した活性化策の検討が行わ
れました。そこで「地域のため
に使ってくれるのであれば有り
難い」と協力。古い家だったの

で補助金を活用し浄化槽を設置
するなど手を少し加えて、あと
は地域のみんなで DIY。借り手
が見つかった後の管理は任せて
いますが、ゲストハウスとして
活用するなど地域に人を呼び込
んでくれています。子どもが少
なくなっている過疎地域なので
大変有り難く地域の活性化にも
なっているので、空き家を活用
してもらって感謝しています。

空き家のこと、考えてください。
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